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①益田翔陽高校で林業学習を行いました！

令和７年７月４日（金）に益田翔陽高校総合学科３年生１５名に対して、林業学習を実施し
ました。
当日はまず、学校でしまねの林業、木材の利用についての講義を行ったあと、安野産業株式
会社の製材工場へ移動し工場見学を行いました。
学校での講義では、益田事務所が講師をつとめ、森林を育てる作業や木を伐る作業にはどう
いったものがあるか、また、住宅を中心に木材の利用について学習してもらいました。
また、製材工場見学では安野産業（株）工場内の製材機械や製材工程を見学し、加工された
木材製品の説明を受けました。
参加した生徒の中には、これまで林業や木材産業を知らなかった生徒も多く、本授業がきっ
かけで林業や木材産業、木材の利用について興味をもっていただければと思います。
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②高津川森林組合と高津川漁業協同組合が作業道開設に関する覚書を締結しました！

令和７年７月１０日（木）、高津川森林組合の木材生産や森林整備に必要な作業道の開設と
高津川漁業協同組合の漁業資源保護や水質保全という、双方の重要な業務について情報共有に
よる相互理解を深めるため両組合⾧による覚書の調印が執り行われました。
高津川は、令和６年度の国土交通省の調査で２年連続９度目の清流日本一となった河川であ

り、本調印は流域の自然環境と林業木材産業の持続可能性を高める重要な一歩であるとともに、
地域住民や関係団体が一体となって環境保全に取り組むモデルケースになるものと考えます。
県としても、豊かな自然環境を次世代へ引き継ぐため、環境に配慮した「安全で壊れにくい

作業道」開設を推進・支援していきたいと思います。
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